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20260524福音派（加藤喜之著）                                                        小笠原 

※自分用にまとめたものです。 福音派（Evangelical(s)） 

感想 移民の国であったキリスト教国アメリカを理解するうえで宗教は必須だと思うが、読んで大変ためになった。

「はじめに」の 4ぺージだけで十分元がとれる本だと感じた。 

（筆者は内容の精度を上げるため、事前に多数の識者に読んでもらっているが、その姿勢は好ましい。） 

 

現在の米国は民主党員、共和党員に 2分され深い溝があるが、この溝は宗教に根差して分断されているた

め、もはや修復不可能ではとさえ思う。（福音派は、多様性を認めるカウンターカルチャーをサタンと捉え

る。サタンじゃ妥協の余地はなさそう。宗教が政治にコミットし、強大なロビーストとして政治を振り回す（政

教分離不可状態）。 

 

例えば、ある人たちは、多様性を言うオバマ大統領を（多分私も）希望の星とみていたと思うが、結果的に黒

人オバマが米国社会の分断を広げる大きな分岐点になったと思う。 

・このオバマへの熱は、見方を変えるとトランプへの熱と同質のものではないか。つまり、立場により支持し

ている（信じる）ものが異なり、誰が大統領であっても分断の溝は埋まりそうもない。本書を読んで、現大統

領が辞めたら元に戻るとかそんな話ではないと実感。 

・もはや米国に、”United” statesの”United”という言葉はふさわしくないのでは。 

現 代 の

対立軸 

(page i) 

以下の対立は、ほぼ民主党員 vs 共和党員の対立軸では？ 
 

進化論 

P167 

公立高校で教えるべきは、「進化論」か「創造論」か 

「進化論」「高等批評（聖書を批判的に分析）」 vs 創造論（終末論） 

・進化論を支持する： 2005年 40% 

                   2019年 54% 

公立学校で、進化論と「同等に」創造論を教えちゃだめ。（創造論は科学的理論ではなく宗教である） 

中絶 女性の基本的人権か否か。宗教的観点から中絶がかなり大きな争点のようだ。 

人種差別 黒人問題（BLM Black lives matter） 

国家観 世俗国家（人種・信仰の多様性） vs キリスト教国 

オバマ就任演説の宗教多様性発言は、分断を明確にしたと思う。 

演説：「我々はキリスト教徒やイスラム教徒、ユダヤ教徒、ヒンドゥー教徒、そして無宗教者の国家だ」 

（当時、オイオイ、仏教徒は除外かよ、と思いました。オバマ自身も選別したことになるのか。がっ

かりした日系人も多かったと思います） 
  

福 音 派

の 

終末論 

p9 

福音派の終末論は、聖書を文字通り解釈し、キリストの再臨が物理的に起こると信じる能動的な信仰 

①キリスト教徒は空中に raptureされる（携挙◆キリストが天から再臨するときに、地上のキリスト教徒が不死の体にな

り空中に持ち上げられて、キリストに会うという出来事）彼らは安全ということか。 

②地上の未信者たちは苦しむ（戦争、飢饉、政変） 

③反キリストの悪魔的支配者が現れる 

④イエス再臨 

⑤反キリストとのエルサレムで最終戦争（ハルマゲドン） 

⑥イエス勝利し千年王国を築き、新しいエルサレムに王座を据える 
 

※福音派の終末論において、イスラエルは神の預言が成就する中心的な舞台。（Googleから） 

1948 年のイスラエル建国→「終末の予兆」とし、ユダヤ人の帰還や国存続を神の計画として強く支持。こ

れは、最終的な終末（キリストの再臨）の前に、ユダヤ人がイスラエルの地にいる必要があるという信念

（キリスト教シオニズム）に基づいている。（←多分、聖書を文字通り解釈していることからくるのでは） 

個人 

→政治 

回心（えしん Conversion） 

個人を救う。             （変遷）→ 

→ 天国へ 

政治にコミット（強力なロビー団体） 

政治に参加し、立法、司法を組み替えて米国を救う。 

→ 地上を神の国に変える 

  

https://eow.alc.co.jp/search?q=Evangelical&ref=awlj
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●福音派から見た対立軸 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

背景 （日本は「刀狩」も成功したし、「国民皆保険」も成功しているが、米国の文化は違う（銃社会、連邦に個人の

自由をコントロールされるのイヤ）） 

 

福音派は、南部、西南部の白人プロテスタント。彼らは米国がプロテスタントによるキリスト教国であると考

える。彼らは、カトリック（後からの移民）、黒人、ユダヤ人を差別していた。 

 

60年代、カウンターカルチャー（サタンと捉える）が彼らの伝統的な価値を揺るがし始めた。 

・アイデンティティが崩れちゃう、こりゃもう政治に参加し、立法、司法に圧力をかけにゃ、アカン。 

・オバマは多分分断の深さを大にした（オバマケア 2010、中絶容認、住宅ローン救済、就任演説） 

 元来、伝統的な米国の価値観は、「経営側の利益優先」、「私用財産を重んじる（国営キライ）」(p16)。 

一方オバマは「オバマケア」、「大型景気対策」、「住宅ローン救済」。 

これって、「社会主義への移行だ」、「黒人、移民の優遇だ」、「建国来の自由の破棄で、連邦政府による

支配だ」、と福音右派は大反対。（オバマの政策が、禍根を残すことに。→ティーパーティーが拡大）。 

・背景には、冷戦後のグローバル化と新自由主義経済→中流白人の経済的、精神的な土台が崩れ始めた

（雇用不安定、地域共同体が崩れる）。(p212) 

・トランプ応援：中絶を容認するヒラリーを勝たすわけにはいかん。 

  

福音派 

（終末論） 
カウンターカルチャー 

「サタン」とみなす 

(p284)  

善悪二元論であるため、カウンターカルチャー陣営（多くは民主党員でしょ）とは 

・共通項なし 

・対話成立しない（言葉は理解ではなく、相手をやっつけるために使われる） 

原理主義 

人種問題： 

ユダヤ人（現在は一緒になって運動）、黒人、移民、BLM運動 

カウンターカルチャー ⇒ 中絶合法化、公立学

校での祈り禁止、公民権運動、フェミニズム、同

性婚、中絶、フェミニズム、ドラッグなども 

オバマ（人種問題） 

・黒人大統領 

 人種問題がパブリックになる。 

・出生（米国人？）←トランプ執拗に/ムスリム 

・就任演説（米国はいろんな宗教から） 

・オバマケア 

・中絶支持 

支持 

福音派      左派 
 

キリスト教徒の国 

（プロテスタント） 

共産主義 

（サタンに支配されている） 

・ルーズベルトのニューデー

ル政策を共産主義者によ

る米国転覆と糾弾(p15) 

共産主義 

福音派は、今やプロテスタントの宗派を超えた宗

教集団であり、カトリックとも手をたずさえ、立法、

司法に影響を及ぼし（ロビー活動）、国の形を変え

得る力を持つ 

移行 
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ラフ歴史 本書では福音派は 25%近くと説明されていますが、ネット上からの下記グラフ（赤）からもそのことが分かり

ます。また本書の説明のように Nones（非宗派：青）が増えていることも分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18c:  イギリス、米国で福音派誕生 

1910-20: 原理主義の形成（聖書をそのまま理解） 

1940-50: 福音派（原理主義から脱却→社会関与、伝道を再重視） 

1960-70: カウンターカルチャーへの反発 

 カウンターカルチャー（対抗文化）は、1960 年代にアメリカを中心に広まった、保守的な既存体制、物質主義、戦

争（ベトナム戦争）に反発する若者たちの文化運動 

1970: 福音派右派誕生（政治にコミット→政治的・宗教的団体に） 

1980: 共和党との親密（レーガン） 

1989: 冷戦終わる（1947～） 

1990: 文化戦争（同性婚、人工中絶、家族観） 

2016-: 保守共和党の岩盤基盤（政治的実利優先） 

回心 

 

福音主義における回心は、イエス・キリストへの個人的な、変革的な回心を強調する福音主義の中核的な

教義であり、しばしば「Born again生まれ変わる」と表現される。 

・神に対する自らの罪を認め、これを改め、自分の身代わりとして十字架で死んでくれたイエスを信じること

により救われる（死んだら地獄ではなく天国に行ける）。p92 

 ⇒ これが（悔い改め救われることか）良い知らせ＝福音（evangel）⇒ 福音派（Evangelical） 

※キリスト教徒はできる限り（多くの人）に福音を伝え、彼らを地獄から救わなければならない。 

国と神 In God We Trust （我々は神を信じる） // 日本はどうよ（我々は金を信じる？？） 

・1909: 1セントコイン（現在では全てに） → ・1956: 国の標語 →・1957: 1 ドル紙幣（現在では全てに） 

言葉 カウンターカルチャー（対抗文化）： 

1960 年代にアメリカを中心に広まった、保守的な既存体制、物質主義、戦争（ベトナム戦争）に反発する若者た
ちの文化運動 

ロビー活動： 

グラント大統領が葉巻を吸うため、ホワイトハウス隣のホテルのロビーに現れる機会を狙って会うことから。 

ティーパーティー（茶党）： 

2008 年のリーマンショック後の金融危機と、それに伴う政府の経済介入に対する反発から運動が加速（福
音派右派が半数を占める） 

Wokeウォーク： 

人種的偏見や差別に対する警戒を意味するアフリカ系アメリカ人の俗語英語（AAVE）から派生した用語で
ある。（目覚めちゃった人か） 

God Gap： 

教会に行く人は共和党を支持、行かない人は民主党を支持。(p187) 

 

福音派 

非宗派 

25% 

https://eow.alc.co.jp/search?q=evangel&ref=awlj
https://eow.alc.co.jp/search?q=Evangelical&ref=awlj
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BB%92%E4%BA%BA%E8%8B%B1%E8%AA%9E

